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平成 30年度 県民参加型ワークショップ 

（第 42回県民フォーラム）の開催について（案） 

 

１ 目的 第３期における総合的な評価（中間評価）ならびに次期計画への意見書の作成に向け、

水源環境保全・再生施策に関する県民意見の収集等を図るため、平成 30 年度に県民参

加型のワークショップ（第 42回県民フォーラム）を開催する。 

 

２ 主催 水源環境保全・再生かながわ県民会議 

 

３ 日時 平成 30年 12月（予定）13時～17時 ※日にちは今後調整 

 

４ 場所 未定 ※県央地域もしくは県西地域を想定 

 

５ 参加者数及び対象者 

（１） 参加者数 100名程度を想定（事前応募） 

（２） 対 象 者 水源環境保全・再生施策に関心のある方ならびに団体（市民団体、企業、 

県民会議委員及び OB、森林組合等の事業関係者、市町村の事業担当者等）、 

公募の一般参加者 

 

６ 企画内容（案） 

①13:00～13:05（５分） 主催者あいさつ 

②13:05～14:05（60分） 県の取組紹介、研究機関による成果プレゼンテーション（森、水） 

※取組の成果はアウトカムを中心に行う。 

③14:05～14:35（30分） 有識者による評価発表（森、水） 

④14:50～15:50（60分） 県民参加による分科会 ※４グループ程度を想定 

⑤16:00～16:20（20分） 各グループの成果発表 

⑥16:20～16:50（30分） 全体での意見交換、質疑応答等 

⑦16:50～17:00（10分） 講評 
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７ 今後のスケジュールについて 

時期 内容 

４～５月 ワークショップ検討会①（開催日程、開催場所、企画内容の確定） 

６月 〃   検討会②（検討会①の調整状況報告、その他詳細検討） 

８月    〃   検討会③（検討会②の調整状況報告、その他詳細検討） 

       委員向け取組成果（モニタリングの状況）説明 

９月 広報開始 

10～11 月 参加者募集 

11 月 ワークショップ検討会④（最終調整） 

12 月 ワークショップの開催 

翌年１月 ワークショップ検討会⑤（振り返り） 

 

８ 企画・運営体制について 

  県民会議全体で当ワークショップに取り組むため、下記委員によるワークショップ検討会を

開催し企画内容の検討等を行う。なお、検討会における議事内容については、県民会議や各委

員会、チーム検討会議の他、メール等を活用し、全委員に情報共有を図るとともに、適宜、各

委員から意見を求めるものとする。 

  また、ワークショップ当日の運営体制については、県民フォーラムチームならびにコミュニ

ケーションチームの公募委員等を中心に実施する。 

 

≪ワークショップ検討会メンバー≫ 

 ①県民会議座長（鈴木委員）、②県民会議副座長（大沼委員）、 

③施策専門委員会委員長（吉村委員）、④市民事業専門委員会委員長（増田委員）、 

⑤県民フォーラムチームリーダー（森本委員）、⑥事業モニターチームリーダー（滝澤委員） 

⑦コミュニケーションチームリーダー（豊田委員） 

  ※その他委員もオブザーバーとして出席可。 


